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経営理念

「資源に無限の夢を。」

われわれの役割は、さまざまな資源が本来持つ輝きを、

最高の技術と精緻な仕事で引き出し、

時にそれ以上の価値を生み出すことである。

１人ひとりが地球の未来を守る「資源循環のプロフェッショナル」として、

誇りと自負を持ち、

資源に無限の夢を持ち続けていく。

飽くなき探求心と弛まぬ努力を通じて「喜ばれる存在」となり、

そのやりがいや楽しさを

社員全員の物心両面の充足と幸せにつなげていく。
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本レポートについて
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このレポートはSDGｓの観点から１年間の取り組みを振り返り、次の１年の糧とする目的

で作成し、同時に「経営品質レポート」「CSRレポート」も兼ねています。

ぜひ様々な視点から本レポートをご覧下さい。取り組みの理解度が増すことと思います。

○当社の主な取り組みとSDGｓの対応表

取り組み 対応アイコン 具体的な内容 備考

1 健康経営

・健康経営優良法人認定
・禁煙週間
・ウォーキング大会
・こころの健康づくり計画
・「あいち健康プラス」アプリ

2 安全衛生

・安全パトロール
・安全作業標準書整備
・ヒヤリ・ハット報告書
・リスクアセスメント
・安全大会
・身だしなみチェック

3 人材育成
・新卒採用活動
・委員会活動
・社員教育体制の見直し
・女性の活躍

・1６年連続の新卒
採用実績

4 技術開発

・シュレッダー選別ライン
オフライン化
・ECS選別装置修理
・パレット製作
・破砕機防塵対策

5 社会貢献
・ボランティア活動
・清掃活動
・協賛・寄付

・大脇区様
ボランティア実施

6 広報活動
・会社見学会
・出前授業
・すご～い工場博
・各種取材受け付け

・デジタル
コンテンツ充実化
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健康経営

継続的見直しと「社員の頑張り見える化」対策
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健康経営に関する56期の課題は「取り組みの見直し」でした。
長年健康経営を行っているうちに新鮮味が薄れ、成果も見えづらく
なっていました。

引き続き「心の健康」向上に取り組むとともに、委員会発のイベン
トを開催して社員の注目を集めるなど、工夫を凝らしました。

月 主な取り組み実績

8月 こころの健康づくり計画改訂

10月 秋の禁煙週間

「こころの健康アンケート」実施

11月 西尾保健所様主催「健康経営セミナー」へ参加

大府市主催ウォーキング大会に参加

健康経営優良法人認定 申請書作成・提出

3月 「愛知牧場へ行こう！」イベント開催

健康経営優良法人２０２４ 認定

5月 春の禁煙週間

6月 「あいち健康プラス」アプリの導入

7月 ストレスチェック実施

■「愛知牧場へ行こう！」企画実施

○今期健康経営の取り組み

「こころの健康アンケート」ではAS向上委員会
の取り組みについても意見を募りました。その中
で「牧場にみんなで行きたい」との意見がありま
したので実現に向け段取りしました。

当日は社員11名、ご家族23名の計3４名が
参加、時には全員で、時には家族単位で楽しい
ひと時を過ごすことができました。社員の意見を
取り入れたことで満足度の高いイベントにできた
と思います。

■「あいち健康プラス」アプリ導入

社員の健康に関する取り組みをサポートし「見
える化」するため、「あいち健康プラス」アプリ導
入を進めました。任意ではありますが今後もイン
ストール数を増やすこと、また、得られたデータ
を活用して全社の取り組み内容に反映させてい
くのが目標です。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal3.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal4.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal8.html
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安全衛生の取り組み

安全衛生

安全衛生委員会では前期に引き続き「指摘してくれてありがとう 見守り氣配り」を
スローガンに掲げて活動を展開してきました。
残念ながら事故ケガが多い１年となってしまいましたので、より効果的な安全対策を行うべく
取組みの見直しやレベルアップが急務です。

月 主な取り組み実績

9月 防災訓練実施

愛知労働局主催「緑十字展」への参加（計３名）

10月 「安全経営あいち」登録

安全大会

11月 「秋季全国火災予防運動」参加

半田労働基準監督署主催「リスクアセスメント研修」へ参加（１名）

朝夕のアルコールチェック完全実施（全部署）

1月 豊明消防署 普通救命講習受講（計３名）

4月 春の全国交通安全運動への参加

低床取り扱い作業標準書の項目追加

6月 事故・破損・怪我に関わる報告書を全社共有

■「身だしなみチェック」開始

6月3日（月）、朝礼の時間に身だしなみチェックを実施しました。
事故ケガが続く中、暑い夏が訪れる前に安全意識を向上させる
べく、全部門を対象に実施しました。
安全衛生委員会が記録を取り、是正指導の準備もしていました
が、事前発信もあり問題なく完了しました。今後は毎月第1営業
日に実施していきます。

■安全管理体制の見直し・強化(全部門対象)

これまでの数々の取り組みにもかかわらず、事故破損が多く、
休業を伴う労災事故も発生してしまいました。死者の発生やお客
様への影響が無かったのは不幸中の幸いと言えます。
「労働安全衛生対策に終わりはない」との意識を再度持ち、作
業手順書の見直し、リスクアセスメントの実施など原点に立ち返っ
て各種取り組みを展開していくと共に、最も有効なのは「社員同
士の声掛け」であるとの認識を基に、「指摘してくれてありがとう」
のスローガンの実践を最優先に取り組んでいきます。

○今期安全衛生の取り組み

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal3.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal4.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal5.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal8.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal10.html


人材育成（採用活動）

１６年連続採用達成も、取り組み見直しが急務
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56期は16期生2名が入社しました。17期生の採用＝2025卒採用も例年通りスタートし、面接官向け
のキックオフミーティングを開催するなど意欲的に活動しています。
ところが、2024年3月時点で学生の内定率が40％超と非常に高く、当社の「出遅れ」は否めず、スケ
ジュールの大幅な見直しが求められる事態となりました。

25卒の募集を継続する一方、2026採用は実質的に2024年6月からとなり、早期開始による巻き返
しを狙っています。説明会のコンテンツ見直し、大学訪問などレベルアップを着実に進め、「売手市場の
中でも選ばれる会社」を目指していきます。

○今期リクルーターの取り組み

月 主な取り組み実績

10月 内定者研修

大学訪問(人間環境大学様)

3月 マイナビＥＸＰＯ

キックオフミーティング実施（社内面接官向け）

5月 大学訪問(中部大学様)

大府市就職フェア

7月 刈谷・大府就職フェア

大学訪問（人間環境大学様）

■女性の活躍について

当社では「女性が活躍できる職場づくり」を目指し、特に現場の作業
環境改善に努めてきました。

これまでに寺前に１名、大府工場に2名の女性社員が配属となり活
躍していますが、56期には物流部にも女性社員が中途入社、ドライ
バー不足の中期待の存在です。

今回採用には至りませんでしたが、新卒採用でも「現場で働きたい」
という女性の応募がありました。求職者の側でも仕事を性別によって
選り分けることが少なくなってきているのかなという印象を持っています。
引き続き事務系も含め、誰もが働きやすい職場を目指して施策を展
開していきます。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal1.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal2.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal4.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal5.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal16.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal10.html


技術開発

既存設備改良と寺前倉庫内の整備
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③寺前倉庫内壁の設置

2024年2月、寺前倉庫、倉庫２内の壁設置工
事が完了しました。

これにより、安全通路の確保やフレコンを段積み
する際の安全度が向上しました。

自社で作成することで、覆工板のケレン塗装のよ
うな時間がかかる作業も、実務者との協働により
段取り効率化を可能としました。
鋼材価格、作業費等あらゆるものの値段が高騰
する中でコスト抑制にも繋がりました。

①ＳＨＲダスト選別ライン オフライン化

2023年3月よりスタートしたシュレッダーラインの改
良（オフライン化）が同年9月に完成しました。
これまではシュレッダーでの破砕と選別を一連の
工程で行なっていたため生産性が上がらないことが
ありました。

オフライン化最大のメリットは、工程を分けることで
製品の品質が向上。また、シュレッダーの稼動にか
かる人員削減・稼働ハードルの低下、機械不具合
などのリスクの分散に繋がります。

また、MIXメタルの選別が可能になる等、多くの
メリットがあります。

②ギロチンシャーの刃替え＋修理

これまではパートナー会社に行って頂いていた作業
も自社で行うことで社内の技術力向上に繋がりました。
ギロチンシャーの刃替えは長年社内で行ってきまし
たが、今期は配管の不具合も多発。メーカーに依頼
すると完了まで半年以上かかる見込みのものを1週
間程度で直してしまうなど、エンジニア部門の存在意
義を存分に発揮する出来事が多くありました。

今期よりエンジニアリングチームが4名体制になった
こともあり、今後の活躍がますます期待されます。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal9.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal11.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal12.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal13.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal5.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal8.html


社会貢献

ボランティア活動の拡大と品質向上
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②近崎自治会様夏祭り＆駆け馬祭りボランティア

2023年8月11日（土）、近崎自治会様の夏祭り準備、9月23日（土）には近崎神明社にて
「駆け馬祭り」の準備ボランティアを実施しました。

どちらも何度か経験させて頂いており、ある程度スムーズに進んだものの、住民の皆さんの高
齢化や人手不足感、更には暑さによって作業は年々大変になっているように感じます。アル
メックの業務遂行能力を活用して「お祭り準備のマニュアル化」を進め、住民の皆さんやボラン
ティア参加者の作業負担を少しでも減らせるよう工夫していきます。

①大脇区様向け 夏祭り準備ボランティア活動

2023年8月6日（日）当社初となる大脇区様向けボランティア活動を実施しました。内容は、
夏祭りの準備としてポップコーンを作り、袋詰めするというものでした。
事前に社員3名が作り方のレクチャーを受け、当日は10名が参加し作業に当たりました。ポッ
プコーンは夏祭り会場（大脇神明社）で無料で振舞われ、来場者から大変喜ばれました。

ＡＳ向上委員会 マニュアル作成を推進

前期から取り組んでいるＡＳ向上委員会のマニュアル化について、今期は担当者を設定して
更に積極的に進めました。マニュアル化によってノウハウが失われることが無くなります。
さらに、委員会内でLINEによるグループ活動を推進し、月一回の会議では十分ではなかった
進捗状況の共有も強化しました。
合わせてボランティア活動における先方での段取り効率化を見据え、社外マニュアルとしてこ
れまでの経験や注意点をまとめ上げる作業も開始しました。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal16.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal17.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal11.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal1.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal2.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal4.html
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①メ～テレ様取材

2023年11月20日（月）、メ～テレ様制作の番組
「SUCCESS」※の取材をお受けしました。
当日は事業内容や今後の展望、寺前倉庫について、
社長の想いなどを時間が許す限り撮影しました。本編は
2023年12月16日（土）7時55分より放送されました。

※東海地区を中心に活躍する企業が出演し、会社にかける
想いや事業を紹介する番組

続々と見学・取材依頼が舞い込む。

広報活動

②「へきかいレポート」取材

2024年3月7日（水）、碧海信用金庫様が発行されている「へきかいレポート」の取材をして頂きま
した。「へきかいレポート」は3か月ごとに発行される、碧信様の営業エリアに密着した話題を提供する
広報誌です。
星河社長、星河専務より、「創業からの歩み」「財産は人」「社員同士や地域の人々との交流につ
いて」等をテーマとしてお話しさせて頂きました。
取材結果は2024年4月号にて、4ページにわたって掲載されました。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal12.html
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②マレーシア生産性本部様来社

2024年2月5日（月）マレーシア生産性本部の会員企
業の方27名が来社されました。
日本生産性本部様に訪問企業について打診があり、
アルメックを紹介して頂いたとのことです。
言葉の壁がありご期待に応えられるか心配していまし
たが、通訳の方の的確なご対応により適切に意思疎通
を図りつつ当社取り組みをご紹介できました。

③「おおぶふれあいゼミナール」開催

2024年7月26日（金）「おおぶふれあいゼミナール」の
出展企業として会社見学会を開催しました。
当日は4組のご家族様と大府市及び大府商工会議所
の担当者様がご来社になり、スライドを使った座学や金
属の選別体験、アルメックミュージアム見学などを行い
ました。特にミュージアム見学は思い思いに展示をご覧
頂き、楽しんで頂けたと思います。

④「カーボンオフセット」の取り組みが取り上げられました

「広報おおぶ」2024.7月号
その他、大府商工会議所の
会報でも取り上げて頂きました

①豊鋼会様、資源循環協会様より表彰

2024年4月17日（水）、愛知製鋼株式会社殿の調達
先企業で構成される「豊鋼会」通常総会にて「特別貢
献賞」の表彰を受けました。
「加工受託業務」を通じての愛知製鋼様業務への貢
献を評価していただいたものです。
また、2024年6月10日（月）に愛知県資源循環協会
様より「優良事業所」として表彰を受けました。
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寺前倉庫

2022年10月28（金）に地鎮祭を執り行った寺前倉庫ですが、2023年11月14日（火）に竣工
式を、12月2日（土）に関係者をお招きしてオープニングセレモニーを挙行しました。
3月中旬より本格稼働を開始、入出荷が始まりました。

■管理部「寺前ジョブローテーション」開始

寺前倉庫竣工 本格稼働開始

2024年3月の本格稼働開始に伴い、管理部では豊明工場の１名を寺前に異動とし、終日
寺前倉庫勤務を開始しました。
管理部ではこの措置に向けて今期期首よりアクションプランにて①豊明業務の引継ぎ②寺前
倉庫の作業環境整備③寺前倉庫での業務確立等を主な課題として取り組んできました。

準備の甲斐あって順調な滑り出しを見せましたが、ありがたいことに１名だけでは対応が難しく
なる場面も出始め、次なる対策として「大府管理部からの応援投入＝ジョブローテーション」を
開始しました。今後は拠点にとらわれず縦横無尽に活躍していくのが部門全体の目標です。

倉庫１

・床 面 積：1,702㎡

・取 扱 品 目：新断・ポンチ その他鉄系

・設 備：天井クレーン

倉庫２

・床 面 積：1,887㎡

・取 扱 品 目：非鉄金属各種

・設 備：ホイストクレーン３基
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設備投資

▼ミライース(お客様先対応)
2023年9月21日導入

月￥ 導入設備

9月 ミライース 2023.9.21

3月 ZX330LC-6(重機) 2024.3.14 

寺前倉庫関係の設備導入（順不同）

[事務所]

デスク・オフィスチェア一式 複合機 キャビネット アルコールチェッカー

応接室ディスプレイ 休憩室ロッカー、ソファ、テーブル インターネット機器

清掃道具一式 文房具一式（筆記用具、ファイル、ラミネーター等）

[倉庫]

食堂テーブル・チェア一式 冷蔵庫 会議用プロジェクター

ロッカー シューズボックス ヘルメットホルダー セキュリティシステム

・新入社員（期末時点在籍者のみ）

[新卒]：2名
・2024年4月1日入社
管理部・物流部 各1名

[中途]：3名
・2024年3月1日入社
管理部
・2024年4月15日入社
寺前倉庫（物流）
・2024年5月7日入社
大府工場

期首 入社 退社 期末

正社員 58 6 2 62

嘱託等 8 0 1 7

合計 66 6 3 69

（大府） 49 5 1 46

（豊明） 17 0 1 10

（寺前） 0 1 0 13

※入退社には定年退職による再雇用者を含む

・従業員数の推移

今期は寺前倉庫関連の設備投資が多数ありました。当社にとって新たな拠点をゼロから
立ち上げるのは大府工場開設以来のことであり、手戻りの無いよう工程管理をしっかりと行
いつつ、必要なものから順次整備を進めていきました。

▼ZX330LC-6
2024年3月14日導入



第5６期の振り返り

月 日 項目

8 ５ 社員総会

６ 大脇区様ボランティア

１１ 近崎自治会様ボランティア

９ ２３ 駆け馬祭りボランティア

２５ 安全大会

２７ 消防訓練

１０ ２ 内定式・内定者研修

６ 豊明市立三崎小学校様出前授業

２３ 改善発表会

１１ １４ 寺前倉庫 竣工式

１５ M社様にて勉強会実施

２０ メ～テレ様取材

２２ 花阪組様来社

２６ ウォーキング大会

１２ ２ 寺前倉庫 オープニングセレモニー

1４ 寺前倉庫 記念植樹

２３ 豊明市社会福祉協議会様 クリスマス会

２８ 終了式

１ ５ 安全祈願祭・新年会

2 ５ マレーシア生産性本部様ご来社

２０ 半期成果報告会

３ １ マイナビEXPO

１０ 「愛知牧場へ行こう！」企画実施

４ １ 入社式

１７ 豊鋼会様 表彰式

６ １０ 資源循環協会様表彰式

１５ 創業65周年アルメック家族会Ⅱ

７ １６ 新人教育のための工場見学（営業部・管理部）

１９ 新入社員歓迎健康経営BBQ大会

２６ 「おおぶふれあいゼミナール」参画
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2024年4月、アルメック株式会社はおかげさまで
創業65周年を迎えることができました。

これもひとえにお取引先様はじめ関係者の皆様の
おかげと、心より感謝申し上げます。

今後もお客様にとって「なくてはならない存在」と
なれるよう精進してまいりますので、引き続き変わら
ぬご愛顧の程宜しくお願い申し上げます。

アルメックは
創業65周年を迎えました



また、当社では金属資源の製造供給業務に限らず、各種取り組みについてご紹介ができます。
お気軽に当社営業担当までお声かけ下さい。

・「健康経営」導入、運用について （健康経営優良法人、愛知県健康経営推進企業）

・社員満足度向上について （直近の社員満足度：80.4％）

・新卒採用について （16年連続新卒採用実績あり）

・読書会「木鶏クラブ」について （社内木鶏クラブ全国大会「感動賞」受賞）

・女性の活躍について （あいち女性輝きカンパニー)

お客様向けセミナーの様子

「会社見学」のご案内

当社では「会社見学」を随時受け付けております。2020年2月には創業60周年を記念して
企画した「アルメックミュージアム」がオープン。金属資源の製造供給業務や当社の歴史について、
わかりやすくご紹介しています。約70名収容可能な研修ルーム「グリーンホール」も完備してお
ります。是非一度ご来社下さい。
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今期も無事「ＳＤＧｓレポート」通算第8号を完成させることができました。

第56期は何といっても寺前倉庫の完成・本格稼働開始という大目標に向け、全社一丸と

なって取り組んできました。大府工場以来の新規拠点開設は、当社にとって新しい発想・氣

づきを与えてくれるものとなりました。

決算期変更に伴い第57期は3ヶ月のみとなりますが、第58期「シン・アルメック」スタートに

向けて重要な準備期間と捉えています。次回SDGｓレポートは57・58期合併号です。

アルメックがますますお客様に喜んで頂ける存在となれますよう、引き続きご指導のほど

宜しくお願い申し上げます。

管理部

～編集後記～
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本社所在地
（豊明工場）

ＴＥＬ

ＦＡＸ

代表者

資本金

従業員

創業

〒470-1153
愛知県豊明市前後町三ツ谷１３６１番地

（０５６２） ９７－７２１５

（０５６２） ９７－８１８１

代表取締役社長 星河 秀樹

１，０００万円

６９名（２０２４年７月末日現在）

１９５９年（昭和３４年）

■大府工場

所在地

ＴＥＬ

ＦＡＸ

〒474-0001
愛知県大府市北崎町遠山１４３番地

（０５６２） ４４－１１５９

（０５６２） ４４－３７８９

事業内容

・製鉄原料加工及び販売
・一般建設業（とび、土工）
・産業廃棄物処分業
・産業廃棄物収集運搬業
・産業廃棄物再生事業

会 社 概 要

■寺前倉庫

所在地

ＴＥＬ

ＦＡＸ

〒４７０－１１６１
愛知県豊明市栄町寺前１１番地１

（０５６２） 57－5011

（０５６２） 57－5012

■宮崎事業所

所在地

ＴＥＬ

〒８８５－０００６
宮崎県都城市吉尾町２１３６番地１

（０９８６） ３８－５７２０

■基本情報


